
 

 

 

「指導と評価の一体化」とは、児童生徒に身に付けさせたい資質・能力を具体化した到達目標に向 

けて、教師は、実態に応じて指導を工夫し、指導した結果を児童生徒の姿で評価する。そして、評価し

たことを次の指導の改善に生かす。さらに新たな指導の成果を評価する。このように、児童生徒の学

習改善、教師の指導改善につながるよう、指導と評価を繰り返す営みが「指導と評価の一体化」です。 

「指導と評価の一体化」を図っていく上で、まずは、「何ができたら〇（まる）か」という単元（題材） 

で身に付けさせたい資質・能力を捉え、そして、それはどんな児童生徒の姿になるのかを具体化する

ことが大切です。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 一単位時間の授業はそれ単体で独立したものではなく、単元（題材）全体の連

なりの中にあるものです。児童生徒にとっても授業は連続性の高いもので、単

元（題材）の中で学んだ内容を結び付け、身に付けたい資質・能力を育んでいき

ます。 

したがって、指導する側は単元（題材）を通して、児童生徒の変容を促したり、

捉えたりしながら、形成的評価を積み重ねていく必要があります。 

一単位時間ごとに指導を振り返り、実態把握に努めますが、その際に、一単位

時間ごとを「点」の学習時間として捉えるのではなく、学習状況を累積的に捉

え、見届ける方法を工夫すると、よりよい児童生徒理解につながっていきます。 

 

 

 
  
目標に基づく「確かな学力」が身に付く授業を目指します。 

 そのためには、次の２つの場で「指導と評価の一体化」を大切にします。 

 

 

 

目標 
身に付けさせたい資質・能力 
具体的な児童生徒の姿 

 
   

目標の達成に向けて、 
児童生徒の実態に応じた工夫・支援 

 
  

具体的な児童生徒の姿で、 
目標が達成できたか見取る 

評価したことを指導に生かす 

指導 

評価 

・目標を達成できていな
い児童生徒への助言・
支援 
・共有したい考え、考え方
を価値付け・意味付け 
・次の時間、次の単元の
指導を改善 

「指導と評価の一体化」とは LOOK! 

指導した内容を評価する 

単元（題材）を通した「指導と評価の一体化」 POINT 

形
成
的
・累
積
的
な 

児
童
生
徒
理
解 

単位 

時間➊ 

単位 

時間➌ 

単位 

時間➋ 

指導しきる授業を POINT 

 
【思う存分に思考・判断・表現ができる場】 
同じ事象を見ていても、個々の見方・感じ

方や習熟度は異なります。児童生徒一人一人
が、自ら考え、話したり、書いたりするなどの
表現する場を積極的に位置付けましょう。 

 
【児童生徒とのやり取りを想定した教師の出場】
学習状況や実態を見取ることは、児童生徒に 

寄り添うことにつながります。事前に児童生徒 
とのやり取りを想定し、その反応を見届けた直 
後に、その子にあった支援を行いましょう。 

指導の場 見届ける場 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科等における単位時間の「指導と評価の一体化」 POINT 

 
  
その言葉があることの良さや

言葉・表現・構成の意図等、言葉
による

しましょう。 

国語 

 
 
仲間の解き方や説明を聞い

て理解したことを「自分でやっ
てみる・説明してみる」時間を
十分に取りましょう。 

算数、数学 

 

児童生徒の考えとの「ずれ」や
対象への「憧れ」を感じる出合わ
せ方を工夫し、課題・探究サイクル
を児童生徒のものにしましょう。 

総合的な学習の時間 

 

  
一人一人に自分の願いをもた

せ、どんな願いをもって活動し
ようとしているかを、把握しまし
ょう。 
 

生活 

 
  
中間指導（交流）で指導したこ

とができているかを確実に見届
け、できていない場合は、再度
指導するようにしましょう。 

外国語活動、外国語 

 
 
道徳的諸価値について理解を

基に、これまでの自分の生き方
を見つめられるよう評価の視点
を明確にして発問をしましょう。 

特別の教科 道徳 

 
  
観察、実験を行う際は、どん

なつまずきが起こりそうかを事
前に想定し、それに対する手立
てを考えておきましょう。 

理科 

 
  

自己の変容を実感するため
に、造形的な視点で振り返りを
することができるよう、ワークシ
ートの文言を工夫しましょう。 
  

図工、美術 

 
  
題材を通して身に付けさせ

たい資質・能力と、本時との関
連を吟味して、子どもたちに提
示する課題を考えましょう。 

音楽 

 
  
課題提示において、学習内容

を確実に身に付けることができ
るよう個に応じた段階的な練習
方法等を具体的に示しましょう。 

体育・保健体育 

 
  
活動の結果だけでなく活動の

過程における児童生徒の努力や
意欲、児童生徒のよさを実感で
きる振り返りを工夫しましょう。 

 

特別活動 

 
 
一人一人の特性に合わせ

て、課題解決までの見通しを
もたせ、学びに向かう姿が持
続できるようにしましょう。 

特別支援 

導

入 

展

開 

終

末 

資質・能力を身に付けた単元(題材)終末の児童生徒の姿を具体的に描き切り、その単元終末と連動さ

せ、児童生徒の願いをのせた課題設定と課題解決のための方法と見通しをもたせましょう。 

予想・期待する目の前の児童生徒の具体的な反応や姿を描き、 

促し・価値付け・方向付ける多様な手立てや発問を具体的に考えましょう。 

指導したことを評価するために、ねらって評価材料を取りに行く働きかけや活動を仕組み、 

変容や伸びをメタ認知できるように工夫をし、次時につなぐ評価をやりきりましょう。 

 
  
具体的な資料（事実）から、児

童生徒の思考の流れをイメージ
し、 を
考えましょう。 

社会 

 
  
学びの自覚を促す指導や見

方・考え方を働かせている姿の

図して行いましょう。 

家庭、技術・家庭 



   

 

 
「指導と評価の一体化」による学習評価の充実・推進事業 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価の工夫 実践事例 
                       中津川市立南小学校 

 

管内の 

実践 

自らの学び方を自己調整するための個人目標（My Goal・マイなび）の設定と振り返りの在り方 
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